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1. 2024年3月期第1四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第1四半期 2,514 8.9 91 48.3 95 36.5 62 38.7

2023年3月期第1四半期 2,308 6.7 61 △6.7 70 0.7 45 △0.3

（注）包括利益 2024年3月期第1四半期　　66百万円 （31.9％） 2023年3月期第1四半期　　50百万円 （51.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第1四半期 15.49 ―

2023年3月期第1四半期 11.16 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第1四半期 7,177 4,095 57.1

2023年3月期 6,819 4,089 60.0

（参考）自己資本 2024年3月期第1四半期 4,095百万円 2023年3月期 4,089百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

2024年3月期 ―

2024年3月期（予想） 0.00 ― 16.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,830 5.4 170 23.3 185 21.3 125 26.9 30.84

通期 10,200 5.4 450 30.3 470 24.5 320 43.8 78.95

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期1Q 4,060,360 株 2023年3月期 4,060,360 株

② 期末自己株式数 2024年3月期1Q 7,257 株 2023年3月期 7,257 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期1Q 4,053,103 株 2023年3月期1Q 4,053,103 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動規制が

緩和され、これにより、社会経済活動の正常化がさらに進むとともに、国内の企業活動や雇用環境

の改善、個人消費の持ち直し、インバウンド需要の回復などを背景に、国内景気が緩やかに回復へ

と向かうことが期待されながら推移いたしました。しかしながら、ロシア・ウクライナ情勢による

地政学的リスクを背景として長期化している原材料価格やエネルギー資源価格の高騰は、依然とし

て続いており、国内物価上昇への影響など、さまざまな経済活動に影響を与える景気下振れリスク

や金融市場の下振れリスク、政策動向による不確実性があり、先行き不透明な状況が続いておりま

す。

このような経済状況のもとで、住宅建築業界におきましては、住宅取得支援の補助金などの諸政

策の継続、住宅ローン金利の低水準の推移などありましたが、原油価格・物流コストの上昇などに

よる建設資材価格の高止まりが続いており、本格的な回復には至らない厳しい状況で推移いたしま

した。

当社グループでは、主に建設工事事業において、新築建設物向けの工事件数は低調に推移したも

のの、既存の戸建住宅向けのリフォーム工事、高効率給湯器の取替工事は堅調に推移し、光熱費値

上がりへの関心の高まりから、太陽光発電システム及び蓄電池の設置工事件数が増加、また、個人

宅向けの販売用土地や中古リノベーションマンションの不動産売却があり、業績が伸長しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,514百万円(前年同四半期比8.9％増)、営業利

益は91百万円(前年同四半期比48.3％増)、経常利益は95百万円(前年同四半期比36.5％増)、親会社

株主に帰属する四半期純利益は62百万円(前年同四半期比38.7％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて357百万円増加し、

7,177百万円となりました。主な増減は、事務所建設用地の取得に伴う土地の増加331百万円、受取

手形、売掛金及び契約資産の増加39百万円、現金及び預金の増加33百万円があったものの、棚卸資

産の減少52百万円があったことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて351百万円増加し、3,082百万円となりました。主な増減は、

長期借入金の増加517百万円、その他の流動負債の増加211百万円があったものの、短期借入金の減

少300百万円、支払手形及び買掛金の減少63百万円があったことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて６百万円増加し、4,095百万円となりました。主な増減は、

その他有価証券評価差額金の増加４百万円、利益剰余金の増加１百万円があったことによるもので

あります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当四半期におきましては、ほぼ計画どおりに業績が推移しておりますので、2023年５月９日発表

の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,398,629 1,431,806

受取手形、売掛金及び契約資産 1,236,052 1,275,815

棚卸資産 1,042,662 990,510

その他 111,574 80,809

貸倒引当金 △1,468 △1,368

流動資産合計 3,787,450 3,777,574

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 932,196 920,110

土地 1,643,071 1,974,745

その他（純額） 30,688 72,458

有形固定資産合計 2,605,956 2,967,313

無形固定資産

その他 10,648 10,438

無形固定資産合計 10,648 10,438

投資その他の資産

その他 415,924 422,597

貸倒引当金 △400 △370

投資その他の資産合計 415,524 422,227

固定資産合計 3,032,129 3,399,980

資産合計 6,819,580 7,177,554
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 869,604 806,001

短期借入金 510,000 210,000

1年内返済予定の長期借入金 90,396 150,396

未払法人税等 45,100 29,213

賞与引当金 117,350 60,338

完成工事補償引当金 22,100 20,700

その他 280,911 492,534

流動負債合計 1,935,462 1,769,182

固定負債

長期借入金 188,006 705,407

退職給付に係る負債 431,783 432,693

長期未払金 9,840 9,840

その他 165,195 164,961

固定負債合計 794,824 1,312,902

負債合計 2,730,286 3,082,084

純資産の部

株主資本

資本金 186,072 186,072

資本剰余金 145,813 145,813

利益剰余金 3,735,389 3,737,365

自己株式 △1,883 △1,883

株主資本合計 4,065,391 4,067,367

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23,902 28,102

その他の包括利益累計額合計 23,902 28,102

純資産合計 4,089,294 4,095,470

負債純資産合計 6,819,580 7,177,554
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 2,308,800 2,514,464

売上原価 1,688,573 1,823,396

売上総利益 620,227 691,068

販売費及び一般管理費 558,742 599,899

営業利益 61,485 91,168

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 1,123 1,106

受取手数料 668 742

受取保険金 3,570 ―

受取賃貸料 4,827 4,647

その他 1,313 1,312

営業外収益合計 11,503 7,809

営業外費用

支払利息 1,158 1,309

賃貸費用 1,206 1,671

その他 383 123

営業外費用合計 2,747 3,104

経常利益 70,241 95,873

税金等調整前四半期純利益 70,241 95,873

法人税、住民税及び事業税 28,766 35,426

法人税等調整額 △3,777 △2,325

法人税等合計 24,988 33,100

四半期純利益 45,252 62,772

親会社株主に帰属する四半期純利益 45,252 62,772
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 45,252 62,772

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,540 4,200

その他の包括利益合計 5,540 4,200

四半期包括利益 50,793 66,972

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 50,793 66,972
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設工事事業
住宅等サービ

ス事業
ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,485,886 383,247 437,721 2,306,855 ― 2,306,855

その他の収益(注)２ 1,944 ― ― 1,944 ― 1,944

外部顧客への売上高 1,487,831 383,247 437,721 2,308,800 ― 2,308,800

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 61 61 △61 ―

計 1,487,831 383,247 437,782 2,308,861 △61 2,308,800

セグメント利益 25,786 68,316 27,149 121,252 △59,767 61,485

(注) １．セグメント利益の調整額△59,767千円には、セグメント間取引消去7,543千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△67,310千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の

総務部等管理部門に係る費用であります。

２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づくリース収益であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報
(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設工事事業
住宅等サービ

ス事業
ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,667,326 399,597 444,514 2,511,438 ― 2,511,438

その他の収益(注)２ 3,025 ― ― 3,025 ― 3,025

外部顧客への売上高 1,670,352 399,597 444,514 2,514,464 ― 2,514,464

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 300 300 △300 ―

計 1,670,352 399,597 444,814 2,514,764 △300 2,514,464

セグメント利益 68,981 76,487 22,818 168,288 △77,119 91,168

(注) １．セグメント利益の調整額△77,119千円には、セグメント間取引消去7,543千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△84,663千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の

総務部等管理部門に係る費用であります。

２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づくリース収益であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　


